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式
典
で
は
、
ま
ず
新
入
生

の
入
学
を
祝
っ
て
吹
奏
楽
総

部
の
演
奏
と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
、
続

い
て
来
賓
の
大
樟
会
会
長
、

後
援
会
会
長
に
続
き
、
学
長
、

理
事
長
、
当
該
学
部
長
・
研

究
科
長
が
登
壇
。
德
永
光
俊

学
長
が
式
辞
と
し
て
、「
新
し

い
学
部
生
・
大
学
院
生
を
迎

え
ら
れ
て
嬉
し
く
思
う
。
本

学
は
９
万
人
を
超
え
る
Ｏ
Ｂ

を
輩
出
し
社
会
で
活
躍
し
て

い
る
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
経
大
の
学
生
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
４
年
間
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
。
大
学
で

は
本
を
読
み
図
書
館
を
利
用

し
よ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

だ
か
ら
こ
そ
日
本
語
で
考
え

　

２
０
１
４
年
度  

卒
業
式
・
学
位
授
与
式
が
３
月
１４
日（
土
）、
午
前
と
午
後
の
部
に

分
か
れ
て
、
７０
周
年
記
念
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
卒
業
生
数
は
経
済
学
部

５
８
４
名
、
人
間
科
学
部
１
７
２
名
、
経
済
学
研
究
科
４
名
、
人
間
科
学
研
究
科
３
名
、

経
営
学
部
第
１
・
２
部
４
６
９
名
、
経
営
情
報
学
部
２
４
５
名
、
経
営
学
研
究
科
２５
名
、

経
営
情
報
研
究
科
１４
名
の
計
１
５
１
６
名
。

　

２
０
１
５
年
度 

大
阪
経
済
大
学
入
学
式
が
４
月
１
日（
水
）、

午
前
と
午
後
の
部
に
分
か
れ
て
、
７０
周
年
記
念
館
フ
レ
ア
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
経
済
学
部
、
人
間
科
学
部
、
経
済
学
研
究
科
、

人
間
科
学
研
究
科
、
経
営
学
部
第
１
・
２
部
、
情
報
社
会
学
部
、

経
営
学
研
究
科
、
経
営
情
報
研
究
科
の
入
学
者
は
、
合
計

１
９
７
２
名
。
真
新
し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生

た
ち
が
、
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
ん
で
い
た
。

　

式
典
で
は
、
卒
業
生
の
門

出
を
祝
い
吹
奏
楽
総
部
が

「
明
日
へ
の
扉
」
を
演
奏
。
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
「
ビ
リ
ー
ブ
」

を
合
唱
し
た
あ
と
、
学
長
・

理
事
長
・
学
部
長
・
研
究
科

長
、
来
賓
の
大
樟
会
会
長
が

紹
介
さ
れ
、
德
永
光
俊
学
長

か
ら
各
学
部
・
研
究
科
の
総

代
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
。
ま
た
総
代
個

人
の
功
績
を
讃
え
、
黒
正
賞

の
賞
状
と
記
念
品
も
併
せ
て

贈
ら
れ
た
。
２
０
１
４
年
度

卒
業
生
の
総
代
を
務
め
た
の

は
、
経
済
学
部
経
済
学
科
は

高
垣
里
衣
さ
ん
、
経
済
学
部

地
域
政
策
学
科
は
今
代
直
紀

さ
ん
、
人
間
科
学
部
人
間
科

学
科
は
高
田
怜
佳
さ
ん
、
経

済
学
研
究
科
は
那
木
吉
拉
さ

ん
、
人
間
科
学
研
究
科
は
石

郷
岡
愛
さ
ん
。
経
営
学
部
第

１
部
経
営
学
科
は
吉
田
圭
佑

さ
ん
、
経
営
学
部
第
１
部
ビ

ジ
ネ
ス
法
学
科
は
安
部
千
通

さ
ん
、
経
営
学
部
第
２
部
経

営
学
科
は
嶋
田
智
子
さ
ん
、

経
営
情
報
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
情

報
学
科
は
村
田
祐
紀
さ
ん
、

経
営
情
報
学
部
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
学
科
は
藤
田
香
奈
さ
ん
、

経
営
学
研
究
科
は
吉
村
和
明

さ
ん
、
経
営
情
報
研
究
科
は

廣
間
準
一
さ
ん
。
卒
業
証

書
・
学
位
記
を
受
け
取
っ
た

後
、「
多
く
の
友
人
・
先
生
・

両
親
に
感
謝
し
た
い
」、「
４

年
間
、
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
支
え
て
く
れ
た
人
に
恩
返
し

で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
た

い
」、「
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
、
卒
業
を
迎

え
て
の
思
い
を
ス
テ
ー
ジ
上

で
披
露
。「
み
ん
な
が
挫
け
な

い
姿
を
見
て
自
分
も
頑
張
ろ

う
と
思
っ
た
。２
部
で
良
か
っ

た
。あ
り
が
と
う
」と
涙
な
が

ら
に
話
す
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

続
く
式
辞
で
は
德
永
学
長

が
、「
本
学
の
卒
業
生
は
本
日

の
１
５
１
６
名
を
加
え
て

９
１
８
１
０
名
と
な
っ
た
。

卒
業
後
も
大
経
大
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
人
生
は
、
自
由
に
楽

し
み
な
が
ら
、
ま
わ
り
と
も

調
和
を
と
り
、
自
身
で
面
白

さ
を
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
。

社
会
で
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
時
、『
道
理
は
天
地
を
貫

く
』
と
い
う
本
学
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
人

生
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は

何
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
皆
さ
ん
は
一
人
で
生
き
て

い
る
の
で
は
な
い
。
自
宅
に

帰
っ
た
ら
両
親
な
ど
に
『
お

か
げ
さ
ま
で
卒
業
で
き
ま
し

た
』
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

て
ほ
し
い
」
と
、
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

続
い
て
佐
藤
武
司
理
事
長

が
「
社
会
に
出
れ
ば
良
い
事

ば
か
り
で
は
な
い
が
耐
え
て

活
躍
し
て
ほ
し
い
。
仕
事
に

慣
れ
る
に
は
時
間
が
か
か
る

が
、
会
社
の
先
輩
た
ち
に
可

愛
が
ら
れ
、
勝
ち
抜
い
て
い

っ
て
ほ
し
い
。
本
学
に
は
北

海
道
か
ら
宮
崎
ま
で
各
地
に

同
窓
会
組
織
が
あ
る
。
卒
業

後
も
大
学
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
卒

業
生
た
ち
を
激
励
。
祝
辞
で

は
来
賓
の
田
村
正
晴
大
樟
会

会
長
が
「
学
生
生
活
は
社
会

に
『
入
学
』
す
る
た
め
の
準

備
期
間
。
こ
れ
か
ら
人
生
の

本
番
が
始
ま
る
。
大
学
や
企

業
の
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、

仕
事
ぶ
り
が
人
生
に
影
響
す

る
。
あ
き
ら
め
ず
最
後
ま
で

頑
張
っ
た
人
が
勝
ち
残
る
。

社
会
の
各
分
野
で
多
く
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
皆
さ
ん
を
見
守

っ
て
い
る
」
と
職
業
人
生
活

の
心
構
え
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
に
よ
る
答
辞

で
は
、
午
前
の
部
は
、
人
間

科
学
部
総
代
の
高
田
怜
佳
さ

ん
が
「
多
く
の
出
来
事
が
あ

っ
た
が
、
将
来
最
も
思
い
出

 「努力の4年間」を誓う大
経
大
プ
ラ
イ
ド
を
胸
に

す
の
は
教
室
で
の
何
げ
な
い

風
景
で
は
な
い
か
。
４
年
間

の
大
学
生
活
を
思
い
出
と
し

て
終
わ
ら
せ
ず
自
分
の
糧
と

し
て
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い

き
た
い
」。
午
後
の
部
は
、
経

営
学
部
第
１
部
ビ
ジ
ネ
ス
法

学
科
総
代
の
安
部
千
通
さ
ん

が
「
教
職
を
志
し
、
忙
し
い

が
刺
激
的
で
充
実
し
た
学
生

生
活
だ
っ
た
。
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
頑
張
れ
た
。
人
か

ら
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
忘

れ
ず
教
師
と
し
て
精
進
し
た

い
」
な
ど
と
決
意
を
述
べ
た
。

そ
し
て
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
リ

ー
ド
で
全
員
で
学
歌
を
斉
唱

し
、
式
典
が
閉
式
し
た
。

2
0
1
4
年
度  

卒
業
式
・
学
位
授
与
式

2015年度  入学式

て
み
よ
う
。
ま
た
本
学
の
初

代
学
長
・
黒
正
巌
博
士
の

『
道
理
は
天
地
を
貫
く
』
の
言

葉
を
胸
に
、
道
理
と
は
何
か

に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
。

今
日
か
ら
私
た
ち
教
職
員
と

共
に
学
生
生
活
を
作
っ
て
い

こ
う
」
な
ど
と
話
し
、
新
入

生
を
激
励
し
た
。

　

続
く
新
入
生
に
よ
る
宣
誓

で
は
、
午
前
の
部
は
人
間
科

学
部
の
木
村
歩
太
さ
ん
、
午

後
の
部
は
経
営
学
部
の
藤
原

佑
成
さ
ん
が
、「
歴
史
あ
る
大

阪
経
済
大
学
に
お
い
て
、
自

己
の
目
標
達
成
の
た
め
目
の

前
の
課
題
に
真
摯
な
姿
勢
で

取
り
組
み
、
日
々
の
努
力
を

怠
ら
ず
精
一
杯
努
力
し
て
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
佐
藤
武
司
理
事
長

が
「
大
学
時
代
は
皆
さ
ん
に

と
っ
て
重
要
な
４
年
間
。
一

人
ひ
と
り
が
目
指
す
べ
き
目

標
を
見
つ
け
、
実
現
に
向
け

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

自
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
能

動
的
な
人
間
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
迎

え
人
材
募
集
の
国
際
化
が
進

み
、
将
来
の
就
職
活
動
は
外

国
人
と
の
競
争
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
大
志
を
抱
き
、

本
学
が
標
榜
す
る
『
つ
な
が

る
力
』
で
、友
だ
ち
・
先
生
・

先
輩
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

そ
の
後
、
全
員
が
起
立
し
て

学
歌
を
斉
唱
。
入
学
式
の
式

典
が
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

式
典
後
、
新
入
生
に
は
ク

ラ
ス
別
に
分
か
れ
て
入
学
書

類
の
授
受
が
、
保
護
者
に
は

各
学
部
の
紹
介
が
Ａ
館
で
行

わ
れ
た
。
経
済
学
部
の
会
場

で
は
、
大
学
で
熱
中
で
き
る

も
の
が
見
つ
か
る
か
ど
う
か

が
将
来
に
つ
な
が
る
。
充
実

し
た
４
年
間
を
送
れ
ば
、
そ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
就
職
活
動

の
履
歴
書
に
書
く
こ
と
が
で

き
る
。
子
ど
も
た
ち
が
良
い

ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
応

援
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
ま

た
本
学
の
歴
史
や
教
育
目
標
、

教
育
の
特
徴
、
進
路
支
援
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
概
要
、
そ
し

て
経
済
学
部
の
学
び
の
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

情
報
社
会
学
部
の
会
場
で

は
、
情
報
技
術
と
社
会
科
学

を
学
ぶ
、
日
本
で
唯
一
の
学

部
だ
と
し
て
、
情
報
社
会
学

部
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
独
自
性

を
紹
介
。
３
つ
の
コ
ー
ス
制

な
ど
の
学
び
の
シ
ス
テ
ム
や
、

ゼ
ミ
教
育
、
職
員
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
に
つ
い
て
も
説
明
。

「
安
心
し
て
子
ど
も
さ
ん
を
預

け
て
ほ
し
い
」
と
保
護
者
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

 「
つ
な
が
る
力
」を
大
切
に

日時：11月1日（日）10:00～16:00
場所：大阪経済大学
催し：●オープニングセレモニー　●大樟会総会
 ●岡田晃客員教授による講演会
 　「日本経済は復活できる!!  ～アベノミクスと経済再生の行方～」

●ゼミ別同窓会　●クラブ別同窓会　●同期会
 ●その他イベント（模擬店ラリー、大経大グッズ販売など）

本年度もホームカミングデーを開催します。
学生時代のゼミの先生や同窓生と再会をお楽しみください。
色々な催しをご用意して皆様のお越しをお待ちしています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

のご案内ホームカミングデー 学園祭も
同時開催!!

お問い合わせ先　総務部・大樟会事務室

教
育
懇
談
会
の

お
知
ら
せ

大
阪 受付 9:30～

▶大阪経済大学
6.20土

高
松 受付 10:00～

▶JRホテルクレメント高松
6.27土

岡
山

受付 10:00～
▶岡山プラザホテル
6.28日

福
井

時間指定制
（10:00～16:00）

▶ホテルエコノ福井駅前
7. 4 土

京
都

受付 10:00～
▶ホテルグランヴィア京都
7.11土

▶ホテルグランヴィア和歌山

時間指定制
（10:00～16:00）7. 5 日

和
歌
山

2015年度

午前の部：総代の皆さん

午後の部：総代の皆さん

卒業を喜ぶ学生たち 新入生宣誓の木村さん



詳細は入試情報サイトをご覧ください
http://www.osaka-ue.ac.jp/entrance/
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一
日
早
い
就
職
活
動
体
験

　

２
０
１
６
年
春
に
卒
業
す
る
学

生
の
就
職
活
動
は
、
経
団
連
の
指

針
改
定
に
よ
り
３
カ
月
繰
り
下
げ

と
な
り
、
会
社
説
明
会
の
解
禁
は

３
月
か
ら
、
面
接
や
試
験
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

座
談
会

採
用
試
験
を
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
体
験
し
、

就
職
突
破
力
の
向
上
を

3
年
生
を
対
象
に『
5
大
学
』合
同
模
擬
採
用
試
験
を
実
施

2016年卒対象
5大学・10社
合同模擬採用試験

　

他
大
学
生
と
と
も
に
採
用
選
考
を
体
験
す
る
「
２
０
１
６
年
卒

対
象
５
大
学
・
１０
社
合
同
模
擬
採
用
試
験
」（
大
阪
経
済
大
学
／
兵

庫
大
学
主
催
、
大
阪
府
立
大
学
／
京
都
産
業
大
学
／
龍
谷
大
学
共

催
、
株
式
会
社
ア
イ
デ
ム
運
営
協
力
） 

が
、
２
月
２８
日（
土
）午
後

１
時
か
ら
、
Ｊ
館
３
階
で
開
催
さ
れ
た
。

建設業
大和ハウス工業株式会社、積水ハウ
ス株式会社、住友林業株式会社、株
式会社 一条工務店、大東建託株式会
社、株式会社 淺沼組、株式会社 か
んでんエンジニアリング、株式会社 
きんでん、鉄建建設株式会社、西日
本高速道路ファシリティーズ株式会
社、日本基礎技術株式会社、富士通
ネットワークソリューションズ株式会
社、前田建設工業株式会社、三井住
建道路株式会社、株式会社 森本組

製造業
アース製薬株式会社、アイリスオーヤ
マ株式会社、朝日スチール工業株式
会社、永大産業株式会社、オイレス
工業株式会社、オークラ輸送機株式
会社、大関株式会社、オカダアイヨ
ン株式会社、カヤバ工業株式会社、
株式会社 川本製作所、株式会社 技
研製作所、キャタピラージャパン株式
会社、株式会社 京都西川、極東開発
工業株式会社、グローリー株式会社、
ケイミュー株式会社、小泉株式会社、
株式会社 神戸屋、株式会社 ゴールド
ウイン、堺ディスプレイプロダクト株
式会社、株式会社 三栄水栓製作所、
三協立山株式会社、参天製薬株式会
社、山洋電気株式会社、株式会社 三
和化学研究所、株式会社 重松製作
所、株式会社 自重堂、株式会社 ジャ
ヴァコーポレーション、住電日立ケー
ブル株式会社、住友電気工業株式会
社、星和電機株式会社、積水メディ
カル株式会社、千寿製薬株式会社、
第一屋製パン株式会社、大同塗料株
式会社、株式会社 タカギ、タカタ株
式会社、タカラスタンダード株式会
社、株式会社 タナックス、タニコー
株式会社、株式会社 チェリオコーポ
レーション、株式会社 鶴見製作所、
株式会社 ディスコ、株式会社 ティラ
ド、東罐興業株式会社、東洋シヤッ
ター株式会社、株式会社 トーモク、
トヨタ紡織九州株式会社、株式会社 
トンボ、南海プライウッド株式会社、
株式会社 ニプロン、株式会社 ニホン
ゲンマ、株式会社 日本デジタル研究
所、日本ピラー工業株式会社、株式
会社ネオス、パナソニックシステムネ
ットワークス株式会社、株式会社 日
立建機ティエラ、福助工業株式会社、
富士シート株式会社、富士通株式会
社、株式会社 フジマック、文化シヤ
ッター株式会社、ホーチキ株式会社、
北越工業株式会社、マツモト機械株
式会社、丸井産業株式会社、丸一鋼
管株式会社、丸住製紙株式会社、株
式会社 マルゼン、モリ工業株式会社、
森紙業株式会社、モリテックスチール
株式会社、大和製衡株式会社、吉野
石膏株式会社、株式会社 リブドゥコ
ーポレーション、株式会社 レナウン、
株式会社 ロマンス小杉

情報通信業
株式会社 アルファシステムズ、株式
会社 NSD、NCS&A株式会社、株式
会社 エヌ・ティ・ティマーケティング
アクト、エン・ジャパン株式会社、鈴
与シンワート株式会社、住友化学シス
テムサービス株式会社、株式会社 ゼ
ンリン、株式会社 TKC、東京コンピ
ュータサービス株式会社、トランスコ
スモス株式会社、ニスコム株式会社、
株式会社 日本総研情報サービス、株
式会社 マーベラス、株式会社マイナ
ビ、株式会社 ワークスアプリケーシ
ョンズ

運輸業
株式会社 エーアイテイー、株式会社
エスラインギフ、近江鉄道株式会社、
株式会社 上組、近畿日本鉄道株式会
社、株式会社 近鉄ロジスティクス・
システムズ、コクヨサプライロジス
ティクス株式会社、株式会社 サカイ
引越センター、佐川急便株式会社、
セイノースーパーエクスプレス株式会
社、大和物流株式会社、西日本旅客
鉄道株式会社、株式会社 日新、日本
交通株式会社、阪急電鉄株式会社

卸売業
株式会社 赤ちゃん本舗、アスト株式
会社、アビリティーズ・ケアネット株
式会社、株式会社 あらた、アルフレ

ッサ株式会社、イシグロ株式会社、
伊丹産業株式会社、伊藤忠エネクス
ホームライフ関西株式会社、伊藤ハ
ムミート販売西株式会社、因幡電機
産業株式会社、井上定株式会社、宇
野株式会社、ウメトク株式会社、英
和株式会社、株式会社 遠藤照明、尾
家産業株式会社、株式会社 大塚商
会、株式会社大西、株式会社 オービ
ックオフィスオートメーション、加藤
産業株式会社、株式会社 カナデン、
株式会社 兼松KGK、株式会社 ガリ
バーインターナショナル、株式会社 
久世、株式会社 クマモト、株式会社 
ケーエスケー、小泉成器株式会社、
高圧ガス工業株式会社、株式会社 ジ
ェイアール東日本商事、芝本産業株
式会社、株式会社 ジャパンビバレッ
ジホールディングス、ジャペル株式
会社、杉本商事株式会社、スターゼ
ン株式会社、株式会社 スミノエ、ゼ
ット株式会社、センコー商事株式会
社、株式会社 ダイサン、大和無線電
器株式会社、株式会社 たけでん、中
央自動車工業株式会社、株式会社 チ
ュチュアンナ、月星商事株式会社、都
築電気株式会社、ティーエスアルフレ
ッサ株式会社、株式会社 デザインア
ーク、株式会社 ドウシシャ、東洋カ
ーマックス株式会社、東レ・メディカ
ル株式会社、トーホーグループ、株
式会社 鳥羽洋行、株式会社 NaITO、
中日本フード株式会社、中山通商株式
会社、西川リビング株式会社、株式
会社 日伝、株式会社 日興商会、株式
会社 ニッセイコム、日通商事株式会
社、日本酒類販売株式会社、株式会
社 日本電商、株式会社 ハークスレ
イ、株式会社 バイテック、株式会社 
ハピネット、ハンナン株式会社、阪和
工材株式会社、富士電機ITソリューシ
ョン株式会社、フジモトHD株式会社、
マツモト産業株式会社、マツ六株式
会社、丸文株式会社、株式会社 ミス
ミグループ本社、宮野医療器株式会
社、ムーンバット株式会社、株式会
社 メディセオ、株式会社 モリタ、株
式会社 山星屋、株式会社 やよい、
ユーシーシーフーヅ株式会社、株式
会社 洋電社、四電ビジネス株式会
社、株式会社 LIXILトータル販売、株
式会社 菱和、渡辺パイプ株式会社

小売業
株式会社 アインファーマシーズ、株
式会社 AOKI、青山商事株式会社、
株式会社 あさひ、株式会社 アダスト
リアホールディングス、株式会社アル
ペン、イオンペット株式会社、イオン
リテール株式会社、イズミヤ株式会
社、株式会社 エービーシー・マート、
大阪いずみ市民生活協同組合、大阪
スバル株式会社、大阪ダイハツ販売
株式会社、大阪トヨタ自動車株式会
社、大阪日野自動車株式会社、株式
会社 関西スーパーマーケット、株式
会社 キタムラ、株式会社 キデイラン
ド、株式会社 近商ストア、コーナン
商事株式会社、株式会社 ココカラフ
ァインヘルスケア、株式会社 サンド
ラッグ、株式会社 三洋堂書店、株式
会社 島忠、株式会社 しまむら、上新
電機株式会社、株式会社 スギ薬局、
生活協同組合おおさかパルコープ、
ゼビオ株式会社、株式会社 セブン―
イレブン・ジャパン、株式会社 ツル
ハ、つるや株式会社、株式会社 東急
ハンズ、トヨタカローラ新大阪株式会
社、トヨタカローラ南海株式会社、株
式会社 ニトリ、株式会社 ハートフレ
ンド、株式会社 パル、株式会社 阪
食、株式会社 日比谷花壇、株式会社
ファミリーマート、株式会社 平和堂、
株式会社 ホンダカーズ大阪、株式会
社 マツモトキヨシ、株式会社 万代、
株式会社 ユナイテッドアローズ、株
式会社 ユニマットライフ、株式会社
ライフコーポレーション、株式会社ロ
ック・フィールド

金融・保険業
株式会社 りそな銀行、株式会社 池
田泉州銀行、株式会社 みなと銀行、
株式会社 近畿大阪銀行、株式会社
関西アーバン銀行、株式会社 滋賀
銀行、株式会社 南都銀行、株式会

社 大正銀行、株式会社 中国銀行、
株式会社 鳥取銀行、株式会社 島根
銀行、株式会社 トマト銀行、株式
会社 百十四銀行、株式会社 香川銀
行、株式会社 伊予銀行、株式会社 愛
媛銀行、株式会社 阿波銀行、株式会
社 第三銀行、株式会社 肥後銀行、
株式会社 熊本銀行、株式会社 東京
スター銀行、大阪シティ信用金庫、
大阪信用金庫、尼崎信用金庫、北お
おさか信用金庫、大阪厚生信用金庫、
近畿産業信用組合、姫路信用金庫、
但陽信用金庫、京都信用金庫、大和
信用金庫、奈良中央信用金庫、きの
くに信用金庫、愛媛信用金庫、兵庫
県信用組合、株式会社 近畿しんきん
カード、いちよし証券株式会社、岩井
コスモ証券株式会社、エース証券株
式会社、SMBCフレンド証券株式会
社、岡三証券株式会社、東海東京証
券株式会社、住友生命保険相互会社、
第一生命保険株式会社、日本生命保
険相互会社、メットライフ生命保険株
式会社

不動産業
株式会社 大倉、近鉄不動産株式会
社、サンヨーホームズ株式会社、住
友不動産販売株式会社、積和不動産
関西株式会社、大和リビング株式会
社、東急リバブル株式会社、日本エ
スリード株式会社、日本駐車場開発株
式会社、株式会社 長谷工リアルエス
テート、三菱UFJ不動産販売株式会社

飲食店・宿泊業
株式会社 あきんどスシロー、株式会
社 きちり、株式会社 ココスジャパン、
株式会社 スーパーホテル、株式会社 
ゼンショーホールディングス、日本マ
クドナルド株式会社、株式会社 阪急
阪神ホテルズ、リゾートトラスト株式
会社

医療・福祉
オリックス・リビング株式会社、株式
会社 ケア21、株式会社 スーパー・
コート、株式会社 チャーム・ケア・
コーポレーション、株式会社 ベネッ
セスタイルケア、株式会社 メッセー
ジ

教育・学習支援業
すさみ町立周参見小学校、あきる野
市立五日市中学校、近畿情報高等専
修学校、長尾谷高等学校、大阪市立
堀川小学校、奈良県立大和中央高等
学校、大阪市立大桐中学校、清明学
院高等学校、高槻市立冠中学校、兵
庫県立神戸商業高等学校、兵庫県立
長田商業高等学校、兵庫県立西宮高
等学校、伊丹市立松崎中学校、高槻
市立第四中学校、学校法人 大原学園

複合サービス業
日本郵政株式会社、日本郵便株式会
社、大阪市農業協同組合、高槻市農
業協同組合、兵庫六甲農業協同組合、
加古川市南農業協同組合、奈良県農
業協同組合、鳥取中央農業協同組合、
香川県農業協同組合、香川県信用漁
業協同組合連合会

サービス業
株式会社 アコーディア・ゴルフ、イ
オンコンパス株式会社、イオンディラ
イト株式会社、株式会社 ゲオホール
ディングス、コマツレンタル株式会
社、株式会社 ジェイアール西日本総
合ビルサービス、株式会社 JTB西日
本、株式会社 スタジオアリス、大和
リース株式会社、株式会社 テイクア
ンドギヴ・ニーズ、東洋テック株式会
社、西尾レントオール株式会社、株式
会社 ニチイ学館、株式会社 日本経
営、日本年金機構、株式会社 日本旅
行、東山産業株式会社、日立建機日
本株式会社、株式会社 船井総合研究
所、マンパワーグループ株式会社、
株式会社 ユー・エス・ジェイ、株式
会社 レンタルのニッケン

公務
自衛隊、東京国税局（国税専門官）、
大阪府警察本部、兵庫県警察本部、
奈良県警察本部、皇宮警察本部、茨
木市消防本部、神戸市消防局、福山
地区消防組合、摂津市役所、豊中市
役所、高槻市役所、神戸市役所、宝
塚市役所、高島市役所、川口市役所、
かつらぎ町役場

2014年度卒業生の主な就職先

12:45から16:00まで 13:00から17:00まで

10. 4日 12.12 土

推薦入試対策講座 一般入試対策講座

8.23日7.19日 8.2日

全日11:00から15:30まで

2015  STEP1  STEP2  STEP3

ワーク発表

採
用
選
考
は
大
学
４
年
の
４
月
か

ら
８
月
に
変
更
さ
れ
た
。

　

就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

過
密
化
、
短
期
決
戦
化
さ
れ
る
な

か
、
解
禁
日
前
日
の
２
月
２８
日
、

商
社
、
メ
ー
カ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
、

金
融
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
１０
社

の
協
力
の
も
と
、
本
学
を
は
じ
め

５
大
学
６０
名
の
就
活
生
を
対
象
に
、

企
業
の
実
際
の
採
用
担
当
者
が
試

験
官
役
を
務
め
る
合
同
模
擬
採
用

試
験
を
開
催
し
た
。

 

グ
ル
ー
プ
面
接
と

き
め
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
１０
台
の
テ
ー

ブ
ル
に
５
、
６
名
ず
つ
分
か
れ
た

学
生
た
ち
が
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
を
も
と
に
話
し
合
っ
た
。
傍
ら

で
討
論
の
内
容
を
採
点
す
る
試
験

官
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
積
極
的

な
議
論
を
展
開
。
前
半
の
テ
ー
マ

は
「
あ
な
た
が
試
験
官
な
ら
、
学

生
に
ど
ん
な
質
問
を
し
ま
す
か
」。

後
半
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い
鍋
料

理
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
く
だ
さ

い
」。
司
会
、
書
記
、
タ
イ
ム
キ
ー

パ
ー
な
ど
の
役
割
を
決
め
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
臨
む
グ
ル
ー
プ
も

多
く
、
後
半
の
テ
ー
マ
で
は
イ
ラ

ス
ト
や
文
字
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
終
わ
る
た

び
に
、
試
験
官
か
ら
の
講
評
と
個

人
評
価
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
わ

れ
、
一
人
ず
つ
長
所
や
課
題
を
丁
寧

に
ア
ド
バ
イ
ス
。
時
間
管
理
や
議

論
の
軌
道
修
正
の
方
法
な
ど
、
試

験
本
番
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
も
紹
介

さ
れ
た
。

 

座
談
会
で
就
活
の
疑
問
点

を
質
問

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
は
、
会

場
全
体
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

学
生
と
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ

る
座
談
会
を
実
施
。「
一
次
か
ら
最

終
面
接
ま
で
、
面
接
ご
と
に
採
用

担
当
が
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
変

わ
る
の
か
」
な
ど
、
面
接
に
直
結

し
た
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
の
は
、
参
加

し
た
採
用
担
当
者
に
よ
る
企
業
研

究
セ
ミ
ナ
ー
。
学
生
は
各
自
興
味

の
あ
る
企
業
の
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、

少
し
で
も
多
く
の
情
報
を
得
よ
う

と
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　

５
時
間
に
及
ぶ
模
擬
採
用
試
験

だ
っ
た
が
、
学
生
た
ち
は
最
後
ま

で
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
参
加
。「
自

分
が
意
識
し
て
い
な
い
長
所
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
聞
け
た
」
な

ど
、
翌
日
か
ら
の
本
番
に
向
け
て

大
き
な
収
穫
を
得
た
様
子
だ
っ
た
。



2015年6月3
　

は
じ
め
に
昨
年
の
物
故
者

に
対
し
、
全
員
で
黙
祷
を
行

っ
た
。
次
い
で
、
小
林
真
人

副
会
長
が
開
会
宣
言
を
行
っ

　

平
成
２７
年
度
大
樟
会
理
事
会
が
５
月
２３

日（
土
）午
後
１
時
か
ら
Ｅ
館
４１
教
室
で
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
理
事
総
数
２
１
５

名
の
う
ち
１
０
１
名
が
出
席
、
委
任
状
提

出
が
６４
名
で
、
会
議
は
成
立
し
た
。

同
窓
会
設
立
80
周
年
を
迎
え

地
方
支
部
の
活
性
化
を

た
あ
と
、
田
村
正
晴
会
長
が

壇
上
に
起
ち
挨
拶
を
行
っ
た

（
要
旨
別
記
）。
続
い
て
議
案

審
議
に
入
り
、
議
長
に
進
木

伸
次
郎
常
務
理
事（
３３
回
）、

副
議
長
に
田
中
伸
治
常
務
理

事（
４５
回
）を
選
出
、
審
議
に

入
っ
た
。

　

第
１
号
議
案
の
平
成
２６
年

度
の
事
業
報
告
で
は
、
事
務

局
か
ら
総
務
部
、
広
報
部
、

財
務
部
、
組
織
部
の
事
業
の

実
績
が
報
告
さ
れ
た
が
、
特

に
広
報
部
か
ら
は
会
報
誌

「
澱
江
」
５０
号
の
発
行
を
記
念

し
て
歴
代
同
窓
会
長
の
放
談

会
等
の
特
集
を
組
ん
だ
こ
と
、

財
務
部
か
ら
は
収
支
計
算
書

の
説
明
で
本
部
事
務
所
改
装

の
た
め
事
務
費
が
予
算
額
を

上
回
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
さ
ら
に
組
織
部
か

ら
は
支
部
総
会
・
部
会
が
計

５３
回
、
同
期
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
が
計
３８
回
開
催
さ
れ
た

こ
と
、
新
支
部
と
し
て
川

西
・
川
辺
支
部
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
大
分
支
部
が

再
興
さ
れ
た
こ
と
、
５
支
部
、

３
団
体
の
支
部
長
、
会
長
が

交
代
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告

　

平
成
２７
年
度
全
国
支
部
長

会
議
は
、
大
樟
会
理
事
会
に

先
立
ち
、
Ｊ
館
３
階
の
第
一
会

議
室
で
行
わ
れ
た
。
全
国
支

部
長
会
議
は
、
全
国
の
５１
支

部
と
６
部
会
、
２
団
体
の
支

部
長
、
会
長
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
今
回
は
４４
支
部
と
５

部
会
、
１
団
体
が
出
席
し
た
。

　

午
前
１１
時
、
小
林
副
会
長

の
開
会
の
辞
の
後
、
田
村
会

長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た（
要
旨

別
記
）。

　

引
き
続
き
、
今
回
、
新
た

に
支
部
長
、
会
長
に
就
任
さ

れ
た
次
の
方
々
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

竹
本
勇
川
西
・
川
辺
支
部

長
、
山
根
一
男
岐
阜
支
部
長

（
代
理
）、
田
中
功
一
豊
中
支

部
長
、
木
岡
良
郎
阪
神
支
部

長
、
正
岡
健
二
神
戸
支
部
長

（
代
理
）、
池
上
照
夫
明
石
支

部
長（
欠
席
）、
山
本
隆
造
大

樟
体
育
会
会
長
、
檜
垣
典
仁

税
理
士
大
樟
会
会
長
、
西
村

幸
雄
大
樟
教
育
研
究
会
会
長
、

田
淵
善
人
但
馬
支
部
長（
代

行
）

　

続
い
て
、
次
の
新
任
の
大

樟
会
常
務
理
事
二
氏
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

春
木
洋
次
常
務
理
事（
大

阪
市
支
部
長
）、
角
庵
勝
巳
常

務
理
事（
池
田
支
部
役
員
）

　

ま
た
、
１０
月
３１
日（
土
）に

開
催
さ
れ
る
臨
時
全
国
支
部

長
会
議
に
諮
る
提
案
が
二
支

部
長
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る

の
で
、
紹
介
さ
れ
た
。

①
平
田
義
行
北
大
阪
支
部
長

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
「
支
部

長
定
年
制
の
導
入
」
…
（
理

由
）支
部
長
の
若
返
り

②
眞
鍋
一
美
愛
媛
支
部
長
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
「
各
支
部

か
ら
の
推
薦
入
学
枠
の
設
定
」

…
（
理
由
）少
子
化
社
会
が
進

む
な
か
で
特
に
地
方
の
同
窓

会
の
活
性
化
を
図
る

　

な
お
、
席
上
、
同
窓
会
設

立
８０
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
各
支
部
の
歴
史
を

一
冊
の
冊
子
に
纏
め
て
は
と

い
う
提
案
が
田
村
会
長
か
ら

出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
支

部
で
検
討
を
進
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
の
要
望
が
出
さ
れ

た
。

　昨年の7月に理事長に就任して10ヵ月にな
りますが、いよいよ18歳人口が急激に減り
始める2018年問題が近づいてきました。本

学では、これにどのように対応していくのかということが非
常に大きな問題です。各大学でも様々な施策をすでに発表
し、実施に移しています。理事長の立場で考えると、本学
でも学生数を増やすこと、用地の有効活用を考えることはも
ちろんのことですが、やはり社会が求める学生をどうすれば
育てられるか、足腰のしっかりした学生をどう送り出せるの
かが大きなポイントになってきます。
　今年は本学の受験生が大幅に増えました。しかし、こう
いったことがいつまでも続くのかと言えば、そうはいきませ
ん。高校生が受けたい大学にならなければなりません。現
状維持では後退です。学校の将来のためにリスクはあるかも
しれませんが、改革に向かわなければならないのです。
　私は、本学の卒業生であるという目線から学校改革に取
り組んでまいります。

…佐藤武司理事長
2018年問題を控え学校改革を

　「だいけいだい教室」というものがありま
す。教師を目指す学生が地域の子供達に補

習授業をするのです。子供達は「だいけいだい教室」を楽
しみにしています。希望者が多いので、昨年は定員が50名
であったのを今年は70名に増やしました。子供達のつなが
りができています。そして、お父さん、お母さんのつながり
もできています。地域とつながる大経大ということです。昨
年は、大樟教育研究会のサポートもいただき、22名が教員
になりました。教師を目指す大学ではない本学からの22名
はすごいことです。
　本学の100周年となる2032年には経済・経営系の私立大
学として№1を目指したい。その中身は「つながり度№1」「満
足度№1」「達成度№1」です。
　「ゼミ・マナー・就職の大経大」から「つながる力№1」
の実現、そして、「大経大プロフェッショナル」の育成、つ
まり大経大にはこんな素晴らしい学生がいるのだということ
を発信して、大経大をさらに高めていきたいと考えています。

…德永光俊学長

「大経大プロフェッショナル」の育成
内外への発信

さ
れ
た
。
財
務
部
の
収
支
報

告
に
関
し
て
、
中
村
敏
啓
理

事
か
ら
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ 

Ｄ
Ａ

Ｙ
Ｓ
の
郵
送
費
の
大
樟
会
負

担
額
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

事
務
局
か
ら
説
明
が
な
さ
れ

た
。

　

第
２
号
議
案
の
事
業
計
画

お
よ
び
収
支
予
算
で
は
、
同

窓
会
設
立
８０
周
年
記
念
関
連

で
総
務
部
、
広
報
部
の
事
業

が
新
た
に
発
生
し
て
い
る
こ

と
、
こ
れ
に
伴
う
予
算
を
計

上
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

中
村
理
事
か
ら
組
織
部
で
は

同
窓
生
の
減
少
が
続
く
地
方

支
部
の
活
性
化
策
な
ど
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
、

田
村
会
長
か
ら
本
部
と
し
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

　本日は、全国各地から多数の理事の皆様
方にお運びいただきありがとうございます。
卒回理事、支部長理事として初めてご参加
いただいた方もおられると思いますが、大
樟会理事会は対決や利害が伴う会議ではあ
りません。皆さん全員が役員であり、年に
一度の「役員会」であると共に同窓生の
「団結を確認する場」でもあります。有意
義な会となりますようご協力のほどお願い
いたします。
　さて、私が昨年7月佐藤前会長のリリーフ
として会長職を仰せつかって10カ月が経過
いたしました。思い起こせば、前同窓会会
長を理事長候補に押し上げたのは、まさに
昨年のこの大樟会理事会でした。賛否両論
ある中で、学校法人の皆様のご支持を得て
佐藤理事長が誕生いたしました。そんな経
緯から、母校発展のために大樟会は一枚岩
となってこの体制を支えていかなければな
りません。本日の理事会を「団結を確認す
る場」と申し上げたのはそんな意味合いか
らです。より一層の皆様のお力添えをお願

いいたします。
　ところで、今年、同窓会は設立80周年を
迎えます。昭和10年12月1日、大阪南海高
島屋の特別室で設立総会が開催され、今年
で80年になります。設立総会の様子を「同
窓会誌」は次のように伝えています。
『午後2時30分総会に入り、中村清次郎君
司会席に着き開会を宣し、先ず黒正校長起
って校長就任の挨拶並びに同窓会設立の趣
旨を述べられ、次いで菅野和太郎昭和学園
常任理事起って昭和学園設立経過並びに将
来計画について詳細説明されて、後縷々議
事に入る。
議案１．同窓会規約草案審議。三浦利定君
草案を説明すれば満場一致をもって原案拍
手裡に可決、ここに同窓会は成立す…。』
　このように、同窓会は昭和高商の誕生と
期を同じくして設立されました。そこで、
大樟会はこの1年を「同窓会設立80周年記
念事業」年度といたしたいと思います。
　同窓会設立の趣旨は、一つは同窓生の親
睦と啓発を図ることであり、二つは母校に

貢献することの二点に尽きます。これは設
立以来、いつの時代にあっても変わること
はありません。それは、歴代会長や役員の
ご尽力により、脈々と受け継がれ、同窓会
80年の歴史と伝統、今日の隆盛がありま
す。
　しかし、歴史と伝統だけで組織を維持し
発展させることは困難です。組織のあり方
についても、大阪周辺の都市部と地方支部
では問題意識を異にしています。都市部で
は支部の新設や会員の量的拡大の余地はま
だまだありますが、地方にあっては組織の
維持すら困難になりつつあり、将来、存続
が危惧される地域もあります。少子化と地
方受験生の減少がもたらす地方支部組織の
環境の変化や、卒業生10万人時代を控え
た新しい時代に対応した活動を付加しなが
ら、大樟会も穏やかな進化を遂げていかな
ければならないと考えます。
　皆さんのご理解とさらなるお力添えをお
願いいたします。

全国支部長会議・理事会　会長挨拶（要旨）

が
な
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
、
田
村

会
長
か
ら
同
窓
会
設
立
８０
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
趣

旨
説
明
が
あ
っ
た
。

　

第
４
号
議
案
の
会
則
改
定

に
つ
い
て
は
、
所
管
の
進
木

常
務
理
事
よ
り
①
常
務
理
事

の
定
員
を
５
名
増
員
す
る
件

②
理
事
の
補
充
手
続
き
の
規

定
を
内
規
か
ら
本
則
に
移
す

件
③
退
任
し
た
支
部
長
理
事

の
各
回
理
事
に
選
任
の
件
④

事
務
局
職
員
の
手
当
て
の
改

定
と
内
規
化
の
件
⑤
常
務
理

事
の
会
議
出
席
に
伴
う
日
当

の
支
払
い
⑥
永
年
勤
続
の
常

務
理
事
の
表
彰
基
準
の
変
更

（
在
任
期
間
の
短
縮
）の
件
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
の

説
明
と
報
告
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
中
村
理
事
か

ら
事
務
局
員
の
手
当
て
の
改

定
の
一
部
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。

　

以
上
、
審
議
の
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

平成27年度「大樟会」本部・支部行事予定
（平成27年6月1日現在）

支部名 日程 会場

６
月

伊丹支部 　6日（土）伊丹シティホテル

大樟春秋会（東部） 11日（木）ホテルオークラ
レストラン・ニホンバシ

大樟体育会総会 13日（土）本学E館7階
豊中支部 20日（土）本学E館7階
石川支部 20日（土）ちりはま  ホテルゆ華
岡山支部 27日（土）岡山プラザホテル
香川支部 27日（土）ルポール讃岐
北大阪支部 27日（土）立命館大学茨木キャンパス
但馬支部（10周年） 28日（日）HOTEL・KOSHO

７
月

熊本・北九州・大分
三支部合同 　4日（土）玉名温泉ホテルしらさぎ

富山支部 　5日（日）割烹　千鳥
川西・川辺支部 12日（日）かぐらざか川西能勢口店

愛媛支部 12日（日）八幡浜市ハーバープラザ
ホテル

大阪市支部 12日（日）道頓堀ホテル
税理士大樟会 17日（金）ハートンホテル心斎橋
池田泉州銀行経友会 未定 新阪急ホテル
福井支部創立50周年
記念講演会（ジャパネット
たかた前社長　髙田明氏）

25日（土）福井商工会議所大ホール

社労士大樟会 25日（土）本学
８
月
静岡支部 　1日（土）ホテルセンチュリー静岡
津山支部 22日（土）真庭リバーサイドホテル

９
月

日立大樟会 　4日（金）ガーデンシティクラブ大阪
明石支部 　5日（土）グリーンヒルホテル明石
池田支部 　6日（日）太郎兵衛寿司
東京支部 　9日（水）Sun-mi高松

淡路島支部 26日（土）ホテルニューアワジ
プラザ淡路島

神戸支部 27日（日）パレス神戸
愛知支部 27日（日）名鉄ニューグランドホテル

10
月

姫路支部 24日（土）姫路キャッスルホテル
高知支部 24日（土）山翠園
三重支部 24日（土）和田金
山口支部 24日（土）ホテルかめ福
東播磨支部　 25日（日）加古川プラザホテル
北海道支部 下旬予定
臨時全国支部長会議 31日（土）クロス・ウェーブ梅田

11
月

大樟会総会
（ホームカミングデー） 　1日（日）本学

同期会（29・30・32・34期）　1日（日）本学

大学院大樟会 
　1日（日）
総会
終了後

本学

京都支部　 14日（土）京都新阪急ホテル

南九州支部 14日（土）ワシントンホテル三十三間堂
丹有支部 15日（日）未定
宮崎支部 21日（土）ホテルメリュージュ宮崎
大樟教育研究会 下旬予定 本学

二支部長からの提案、
臨時全国支部長会議で審議

2015年
大樟会理事会

2015年
全国支部長会議

田村大樟会会長
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牡鹿半島
石巻

仙台

か
」
な
ど
、
国
際
化
時
代
の
働
き
方
に

つ
い
て
質
問
が
出
た
。

　

２
日
間
に

わ
た
る
イ
ベ

ン
ト
で
の
学

生
の
様
子
に

つ
い
て
江
島

教
授
は
「
ゼ

ミ
生
は
こ
の
日
の
た
め
に
し
っ
か
り
準

備
し
て
き
た
し
、
そ
の
過
程
で
、
み
ん

な
が
少
し
ず
つ
、
着
実
に
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
本
番
で
は
そ
の
成
果
が
出
せ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
学
生
と
企
業
家

が
刺
激
し
合
っ
て
、
よ
い
関
係
を
つ
く

る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
」
と
、
学
生

た
ち
の
活
躍
に
満
足
し
て
い
た
。

　

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
は
関
西
の

大
学
生
で
構
成
さ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う

学
生
団
体
。
復
興
が
遅
れ
が

ち
な
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
現
状
を
知
り
、
関
西
１０

大
学
・
４３
名
の
学
生
が
今
年

２
月
１６
日
〜
１９
日
、
石
巻
市

牡
鹿
半
島
の
仮
設
住
宅
・
商

店
街
な
ど
を
訪
問
。
復
興
事

業
に
つ
い
て
の
学
習
会
や
、

地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
地
元

住
民
と
交
流
を
深
め
た
。

　

本
学
か
ら
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

の
は
、
茂
松
千
晴
さ
ん（
経
営

学
部
３
年
）・
笹
島
静
恵
さ

ん（
人
間
科
学
部
３
年
）・
立

花
み
み
さ
ん（
経
済
学
部
３

年
）・
森
千
宙
さ
ん（
人
間
科

学
部
３
年
）・
住
澤
亜
希
さ

ん（
人
間
科
学
部
３
年
）・
小

原
駿
介
さ
ん（
人
間
科
学
部
３

年
）・
大
谷
内
將
旬
さ
ん（
経

済
学
部
４
年
）・
小
西
夏
海

さ
ん（
経
営
学
部
３
年
）・
安

部
大
地
さ
ん（
経
済
学
部
４

年
）・
白
井
佳
祐
さ
ん（
人
間

科
学
部
２
年
）の
１０
名
。
報

告
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
・
茂
松
さ
ん
が
司

会
を
務
め
、
現
地
で
の
活
動

内
容
や
、
復
興
事
業
な
ど
に

関
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
ラ
ジ

オ
出
演
の
体
験
、
活
動
を
終

え
て
の
感
想
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
活
動
の
参
加

者
を
代
表
し
て
立
花
さ
ん
が
、

「
被
災
地
の
景
色
に
は
全
く

『
色
』
が
な
く
、
現
地
で
感
じ

た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

次
回
は
１
人
で
訪
れ
て
、
自

分
に
出
来
る
こ
と
を
探
し
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
た
。

　

企
画
・
運
営
に
奔
走
し
た

茂
松
さ
ん
も
最
後
に
、「
報
道

な
ど
で
は
被
災
地
の
復
興
が

進
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
が
、
も
っ
と
事
実
を

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
関
西
の
学
生
に
出
来

る
こ
と
は
被
災
地
の
今
を
知

り
、
伝
え
る
こ
と
。
風
化
さ

せ
て
は
い
け
な
い
し
、
こ
の

活
動
が
今
後
も
続
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
決
意
を
語
り
、

報
告
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

会
場
に
は
本
学
や
他
大
学

の
学
生
だ
け
で
な
く
、
大
阪

市
立
瑞
光
中
学
校（
東
淀
川

区
）の
生
徒
た
ち
６
名
の
姿
も

見
ら
れ
、
日
頃
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
交
流
の
あ
る

本
学
学
生
の
報
告
を
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

震災後の東北の現状を知り
交流を深める学生の活動を報告

ビジネス
最前線を体感!

江島由裕ゼミ

参加報告会を開催

～メディアでは流れない
　東北の今を知ってほしい～

Pray for 東北
学生主催のボランティアツアー

●震災の被害についてや現在の東北の状況、参加
された方たちの思いなどが非常によく伝わってき
ました。ムービーやスライドショーを使っての報
告がとても分かりやすかったです。またいつか、私
も何かの団体に参加して、東北へ行ってみたいと
思います。

（２年生　男子）

●このお話を聞いて、たいへんためになったと思い
ます。一番びっくりしたことは、死者が15,889人
もいるということです。それだけ多くの人が亡くな
ったのなら、もっと日本は地震や津波の対策を強
化しなければならないと思います。本日はありが
とうございました。

（２年生　男子）

●まだ東北は復興していないということをいろんな
人に知ってほしいです。テレビではもうすでに震
災の情報を取り上げることが少なくなっている
が、まだ震災は続いているということを感じた。

（２年生　女子）

●東北は行きたいと思っていましたが、それは旅行
目的でしかありませんでした。しかし、今回の話を
聞いて、ボランティア等で東北へ行って、被災者
の方のお手伝いをしてみたいと思いました。

（２年生　女子）

●被災地の現状を見て、まだまだ復興していないこ
とが分かり、改めて被害の大きさを知りました。
また、地震や津波の映像を見て、被害に遭ったと
きの大変さが伝わってきました。

（１年生　男子）

●今まで東北がこんなに大変だという実感があり
ませんでしたが、今日の発表を聞くことができて、
東北にどれだけ大変なことが起き、どれだけ多く
の命が失われたのかということがよく分かりまし
た。大学生の方も「何かしたい」という思いから、
実際の行動に移っていて、すごいと思いました。こ
の先、自分たちでも何か出来ることがないか見つ
けていきたいと思いました。

（１年生　女子）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
は

「
商
店
街
や
各
商
店
の
魅
力
を

表
現
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス

タ
ー
を
、
芸
術
系
大
学
の
学

生
の
協
力
を
得
て
作
成
し
、

商
店
街
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
で
集
客
力
を
高
め
る
」

と
い
う
も
の
。
新
旭
町
通
り

商
店
街
の
２１
店
舗
が
参
加
し
、

若
い
感
性
が
あ
ふ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
２１
枚
が
、
３
月
２３
日
か

ら
４
月
２６
日
ま
で
、
新
旭
町

通
り
商
店
街
の
各
所
に
展
示

さ
れ
、
人
気
コ
ン
テ
ス
ト
も

実
施
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
だ
８
名
の
学
生
は
、
ま
ず

商
店
街
全
体
を
観
察
し
、
２１

名
の
商
店
主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
さ
ら
に
全
国
の
商
店
街

の
成
功
事
例
な
ど
を
分
析
す

る
な
か
で
３
つ
の
ア
イ
デ
ア

を
提
案
。
最
終
的
に
「
町
の

美
術
館
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
が
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
商
店
や
商
店
主
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
表
現
し
た
２１
枚
の

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
・
展
示
し

た
。

　
「
商
店
街
の
活
性
化
に
は
若

い
感
性
を
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
た
。
行
き
詰

ま
り
感
の
あ
る
商
店
街
の
役

に
立
つ
だ
け
で
な
く
、
学
生

に
と
っ
て
良
い
勉
強
に
な
る

と
思
っ
た
」
と
太
田
教
授
。

構
想
と
現
実
の
落
差
に
悩
み

な
が
ら
も
ゴ
ー
ル
ま
で
走
り

抜
い
た
８
名
の
学
生
に
つ
い

て
は
「
成
長
し
た
。
人
の
協

力
を
得
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
計
画
通
り
に
は
い
か

な
い
。
世
の
中
は
甘
く
な
い

こ
と
を
学
ん
だ
と
思
う
。
ま

た
今
回
の
経
験
で
、
学
生
た

ち
が
商
店
街
の
面
白
さ
に
気

づ
い
た
こ
と
も
重
要
だ
と
思

う
」。

　

学
生
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
飛
田
恭
兵
さ
ん（
当
時

４
年
）は
、「
現
場
で
は
、
学

問
的
理
論
と
は
異
な
る
沢
山

の
問
題
に
突
き
当
た
っ
た
。

ポ
ス
タ
ー
制
作
に
協
力
し
て

も
ら
う
芸
術
系
の
学
生
を
自

分
た
ち
の
ル
ー
ト
で
探
し
依

頼
す
る
の
も
大
変
だ
っ
た
。

ま
た
商
店
主
の
人
た
ち
は
親

や
祖
父
母
の
年
代
で
、
最
初

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

学
生
の
ポ
ス
タ
ー
で

商
店
街
を
美
術
館
に

企画から制作、展示までを学生が実践 人との協働や現場の困難を通して成長

新旭町通り
商店街と
コラボ

イベント運営、起業、プレゼン、プロモ制作etc.

　３月27、28日、本学・経営学部の江島由裕ゼミが、大阪産業創
造館（大阪市中央区）で開催された、新商品や新サービスを紹介す
るビジネスイベント「大阪コラボ博」（大阪府中小企業家同友会・
大阪東ブロック主催）に参加した。学生たちは販売ブースを出展し
ただけでなく、企画・運営に携わり、参加企業のプロモーション
ビデオ制作にも挑戦。企業人の目線でビジネスを体験した。

　

大
阪
産
業
創
造
館
の
３
・
４
階
を
会
場

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
大
阪
コ
ラ
ボ
博
」

の
出
店
数
は
、
全
部
で
６９
軒
。
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
の
企
業
に
交
じ
っ
て
、
江
島

ゼ
ミ
も
ブ
ー
ス
を
出
店
し
た
。
イ
ベ
ン

　

江
島
ゼ
ミ
の
ブ
ー
ス
で
販
売
し
た
の

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・

ハ
ン
カ
チ
。
コ
ッ
ト
ン
の
無
農
薬
栽
培

　

２８
日
午
後
に
は
、
江
島
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、「
企
業
の
人
づ

く
り
」
に
つ
い
て
経
営
者
か
ら
話
を
聞

く
催
し
が
開
催
さ
れ
た
。
壇
上
に
立
っ

た
の
は
中
央
電
機
計
器
製
作
所（
大
阪

市
）の
畑
野
吉
雄
会
長
と
ス
マ
ー
ト
バ
リ

ュ
ー
（
大
阪
市
）の
渋
谷
順
社
長
。
各
企

業
が
求
め
る
新
人
社
員
像
、
社
員
と
の

交
流
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
江
島
ゼ
ミ
の
学
生

か
ら
「
海
外
か
ら
入
社
す
る
人
材
と
日

本
人
社
員
に
期
待
す
る
こ
と
は
違
う
の

企業ＰＲタイムでは、司会を担当

就活中の新４年生も会場に
駆けつけた

会場の受付を任され、
来場者に資料を配布

来場者を前に、商品のコンセプトや特徴をプレゼン

ブースで商品説明を行うゼミ生たち

熱心に経営者の声を聞く江島ゼミの学生

商店街を飾ったポスターの数々!!

店内の写真で制作された
モザイクポスター

学生から経営者に質
問をぶつける場面も

江島教授と経営者の本音トーク

大阪市立瑞光中学校 生徒のみなさんのコメント
～「Pray for 東北３rd 報告会」に参加して～

　

関
西
学
生
団
体
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
主
催
「
Ｐ
ｒ
ａ
ｙ 

ｆ

ｏ
ｒ 

東
北
３
ｒ
ｄ
」
報
告
会
が
、
３
月
７
日（
土
）午
後

３
時
か
ら
、
本
学
Ｂ
館
32
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

難
し
か
っ
た
」
と
苦
労
を
語

る
。
一
方
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
得
た
も
の
も
大
き
く

「
何
度
も
通
う
う
ち
に
親
し
く

話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
商
店

と
商
店
街
に
愛
着
が
湧
き
、

ぜ
ひ
活
性
化
し
て
ほ
し
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
月

　

経
営
学
部
・
太
田
一
樹
ゼ
ミ
の
学
生
８
名（
当
時
４
年
と
２
年
）

が
、
大
阪
府
主
催
「
商
店
街
サ
ポ
ー
タ
ー
創
出
・
活
動
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、「
商
店
街
と
商
店
の
個
性
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
訴
求
し
集

客
を
図
る
」
と
い
う
商
店
街
活
性
化
ア
イ
デ
ア
を
、
新
旭
町
通
り

商
店
街（
吹
田
市
）で
実
現
し
た
。

に
一
度
は
訪
れ
て
、
自
分
た

ち
の
学
生
時
代
の
提
案
で
、

こ
の
商
店
街
が
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
見
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

学
生
た
ち
の
力
作
を
前
に
、

新
旭
町
通
り
商
店
街
の
副
理

事
長
を
務
め
る
「
肌
着
の
店

ハ
シ
モ
ト
」
の
橋
本
充
弘
さ

ん
は
、「
若
い
感
覚
に
期
待
し

た
。
４
年
生
は
卒
業
間
近
で
、

他
の
学
生
が
卒
業
旅
行
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
る
時
期
に
頑

張
っ
て
く
れ
た
。
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
」
と
学
生
た
ち

の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
た
。

ト
当
日
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
主
催
者
で
あ

る
大
阪
府
中
小
企
業
家
同
友
会
・
大
阪

東
ブ
ロ
ッ
ク
の
人
々
と
と
も
に
、
開
場

前
か
ら
受
付
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
。

見
学
者
た
ち
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料

の
配
布
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
３
階

の
中
央
ス
テ
ー
ジ
で
午
前
・
午
後
に
わ

た
り
行
わ
れ
た
企
業
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で

ビ
デ
オ
制
作
に
携
わ
っ
た
江
島
ゼ
ミ
の
学

生
た
ち
と
、
ビ
デ
オ
を
依
頼
し
た
吉
武
工

務
店
の
吉
田
社
長
。

の
応
援
、
発
展
途
上
国
の
児
童
労
働
の

抑
制
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
促
進
の
視

点
を
掲
げ
て
、
商
品
企
画
か
ら
小
売
店

へ
の
営
業
活
動
ま
で
の
す
べ
て
を
ゼ
ミ

生
が
行
っ
た
商
品
だ
。
２
日
目
の
Ｐ
Ｒ

タ
イ
ム
で
、
自
分
た
ち
の
番
が
回
っ
て

き
た
時
に
は
、
企
画
意
図
や
市
場
調
査

の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
商
品

の
特
徴
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
今
回

の
取
り
組
み
の
感
想
を
学
生
に
聞
く
と
、

「
商
品
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は

大
変
だ
け
れ
ど
も
、
と
て
も
楽
し
い
」

「
江
島
ゼ
ミ
は
机
の
上
の
勉
強
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
商
品
企
画
か
ら
販
売
に
ま

で
携
わ
れ
る
の
が
魅
力
」
と
口
々
に
語

っ
て
く
れ
た
。

は
司
会
に
も
挑
戦
し
、
大
い
に
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
た
。

企
業
人
に
交
じ
り
、

受
付
や
司
会
も
担
当

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
・
ハ
ン
カ
チ
を
販
売

学
生
の
視
点
を
生
か
し
て

Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
制
作

経
営
者
の
思
い
を

ダ
イ
レ
ク
ト
に
聞
く

　

ま
た
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
イ
ベ
ン
ト
当

日
に
流
す
企
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
制
作
に
も
携
わ
っ
た
。
依
頼
主
は

２
社
。
そ
の
う
ち
、
吉
武
工
務
店
の
吉

田
丈
彦
社
長
は
「
学
生
の
視
点
か
ら
作

ら
れ
た
映
像
だ
か
ら
、
新
鮮
で
お
も
し

ろ
い
。
今
後
も
自
社
の
イ
メ
ー
ジ
ビ
デ

オ
と
し
て
使
い
た
い
で
す
ね
」
と
出
来

映
え
を
高
く
評
価
し
た
。
ま
た
、
朝
日

熱
処
理
工
業
か
ら
も
「
も
の
づ
く
り
に

携
わ
る
者
の
心
意
気
を
見
事
に
表
現
し

て
く
れ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
る
な
ど
、

評
判
は
上
々
で
あ
っ
た
。

　

制
作
は
映
画
研
究
部
に
所
属
す
る
学

生
を
中
心
に
進
め
た
と
い
う
。
担
当
し

た
学
生
は
「
企
業
の
皆
さ
ん
と
は
発
想

に
相
違
点
が
あ
り
、
擦
り
合
わ
せ
に
苦

心
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
。
貴
重
な
体

験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
振

り
返
っ
た
。

大阪
コラボ博

2015.3.27-28

江島教授と学生たちが、座談会に参加した中央電機計器製作所の畑野会長とスマートバリューの渋谷社長を囲んで

立花みみさん

茂松千晴さん

JR吹
田駅

新
旭
町
通
り

商
店
街
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３０
分
ハ
ー
フ
の
前
半
は
、

「
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
田
村

優
弥
主
将（
４
年
生
）が
胸
を

張
っ
た
よ
う
に
、
相
手
を
圧

倒
。
攻
撃
を
悠
々
と
防
ぎ
、

磨
き
上
げ
て
き
た
速
攻
が
面

白
い
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
く
。

開
始
早
々
立
て
続
け
に
２
ゴ

ー
ル
を
奪
う
と
、
１
点
を
返

さ
れ
た
後
の
約
３
分
間
の
間

に
圧
巻
の
４
連
続
ゴ
ー
ル
。

立
命
館
が
た
ま
ら
ず
タ
イ
ム

ア
ウ
ト
を
要
求
す
る
ほ
ど
の
、

鮮
烈
な
攻
め
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
勢
い
は
衰
え
ず
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
は
田
村
主

将
を
中
心
に
、
１
対
１
の
局

面
で
こ
と
ご
と
く
勝
利
。
突

破
さ
れ
て
も
次
々
と
他
の
選

手
が
立
ち
は
だ
か
り
、
立
命

館
の
ミ
ス
を
誘
発
。
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
も
好
セ
ー
ブ
を
連

発
し
、
相
手
に
付
け
入
る
隙

を
与
え
な
い
。
オ
フ
ェ
ン
ス

で
も
奪
っ
た
ボ
ー
ル
を
素
早

く
中
央
か
ら
、
サ
イ
ド
か
ら

少
な
い
パ
ス
数
で
つ
な
ぎ
、

確
実
に
ゴ
ー
ル
に
叩
き
込
ん

で
い
く
。
福
井
孝
明
監
督
も

「
プ
ラ
ン
ど
お
り
」
と
語
る
よ

う
に
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
レ
イ

ク（
速
攻
）が
功
を
奏
し
、
今

　
「
我
々
は
満
足
し
て
い
な
い
」。
こ
れ

は
選
手
、
指
導
陣
す
べ
て
の
本
音
だ
。

優
勝
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
、
課
題
だ

っ
た
後
半
の
停
滞
を
繰
り
返
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
悔
や
み
、
勝
利
後
も
笑
顔

は
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
。
前
年
王
者

の
大
阪
体
育
大
学
を
破
り
、
そ
の
他
の

試
合
で
も
僅
差
を
維
持
で
き
て
い
る
事

実
に
は
、
確
か
な
成
長
を
実
感
し
て
い

る
。
福
井
監
督
も
大
会
中
、
得
点
源
だ

っ
た
主
力
選
手
数
人
を
負
傷
で
欠
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
ま
で
持
ち
こ

た
え
た
こ
と
を
賞
賛
す
る
。
し
か
し
、

強
豪
に
勝
て
た
か
ら
こ
そ
、
僅
差
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
頂
点
に
立
ち
た
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
募
る
。

　

悔
し
い
気
持
ち
を
秘
め
て
、
部
は
早

く
も
先
を
見
据
え
て
い
る
。
８
月
に
開

催
さ
れ
る
西
日
本
学
生
選
手
権
大
会
で

の
上
位
進
出
、
３０
年
連
続
５０
回
目
の
全

日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
と
、
大
会
ベ
ス
ト
４
以
上
の

成
績
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
「
一
試
合
を
通
じ
て
の
集

中
力
の
持
続
」
や
、「
個
々
の
プ
レ
ー
の

質
の
強
化
」
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
理
想
は
「
戦
う
姿
勢
を
前

面
に
押
し
出
し
て
勝
利
し
た
、
大
体
大

戦
の
よ
う
な
試
合
」。
成
し
遂
げ
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
持
っ
て
い
る
。
大

い
に
期
待
し
た
い
。

　

体
育
会
剣
道
部
主
将 

橘
大
地
で
す
。

　

昨
年
度
に
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
に
出
場
し
て

感
じ
た
こ
と
は
、「
力
不
足
」
と
「
経
験
不
足
」
で
す
。

　

1
回
戦
か
ら
関
東
の
強
豪
大
学
と
対
戦
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
緊
張
や
不
安
、
そ
れ
か
ら
自
分
達
の
実
力
が

ど
れ
程
の
も
の
か
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
楽
し
み

と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
結
果
は
惨
敗
。

ぐ
う
の
音
も
出
な
い
ほ
ど
の
実
力
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
諸
先
輩
方
は
「
内
容
を
見
れ
ば
、
結
果
ほ
ど

の
実
力
差
は
な
い
」
と
仰
っ
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
が
、

試
合
を
し
た
自
分
達
か
ら
す
る
と
、
結
果
以
上
の
差
が

あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
達
に
足
り
な

い
と
こ
ろ
や
、
改
善
点
も
数
多
く
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
２
０
１
５
年
度
は
全

国
大
会
で
よ
り
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
、
部
員
一
同
、

気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

5
月
9
日（
土
）、
桃
山
学
院
大
学
・
中
央
体

育
館
。
本
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
関
西
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟
1
部
春
季
リ
ー
グ
の
最
終

戦
で
、
見
事
な
勝
利
を
お
さ
め
た
。
最
終
順
位

は
5
位
と
、
決
し
て
満
足
い
く
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
今
後
の
戦
い
に
弾
み
を
つ
け
る
多
く

の
収
穫
が
あ
っ
た
。

　

８
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
て
い

た
リ
ー
グ
戦
。
残
念
な
が
ら

こ
の
日
を
待
た
ず
し
て
、
目

標
と
し
て
い
た
優
勝
の
可
能

性
は
な
く
な
っ
て
い
た
が
、

有
終
の
美
を
飾
る
べ
く
、
メ

ン
バ
ー
は
強
い
気
持
ち
で
立

命
館
大
学
戦
に
臨
ん
だ
。

福
井
孝
明
監
督

序
盤
に
圧
巻
の
４
連
続
ゴ
ー
ル
！

速
攻
が
決
ま
り
終
始
圧
倒

　

本
学
剣
道
部
は
昭
和
３５
年

に
同
好
会
か
ら
発
足
し
、
２

０
１
１
年
に
は
創
部
５０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
５
月
現
在
、

師
範
や
監
督
を
は
じ
め
と
し

た
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
も

と
、
３０
名
の
部
員（
男
子
２２

名
・
女
子
８
名
）で
活
動
し
て

い
ま
す
。『
静
中
に
動
あ
り
』

を
剣
道
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

心
・
技
・
体
を
磨
く
べ
く
、

大
会
最
多
と
な
る
前
半
だ
け

で
の
１７
得
点
、
失
点
も
最
少

の
４
点
と
い
う
こ
れ
以
上
な

い
ス
コ
ア
で
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
入
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
転
、
後
半
に

入
る
と
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
。
立

命
館
に
開
始
１
分
超
で
ゴ
ー

ル
を
奪
わ
れ
る
と
、
得
点
と

失
点
を
繰
り
返
す
一
進
一
退

の
攻
防
が
続
く
。
引
き
続
き

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
好
守
は

光
る
も
の
の
、
福
井
監
督
は

「
油
断
」、
田
村
主
将
は
「
疲

れ
も
あ
っ
た
」
と
話
し
た
よ

う
に
、
全
体
と
し
て
動
き
の

勝
利
勝
利
勝
利
勝
利

鈍
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
タ
イ
ム
ア

ウ
ト
中
に
監
督
や
コ
ー
チ
か

ら
檄
を
飛
ば
さ
れ
奮
起
。
最

終
戦
勝
利
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
力
を
振
り
絞
っ
て
い

く
。
終
盤
に
は
１
人
が
２
分

間
の
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
が
、
そ
の
間
で
も
ゴ
ー
ル

を
挙
げ
る
な
ど
、
地
力
の
強

さ
を
見
せ
つ
け
た
。

　

そ
し
て
、
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。

後
半
は
１５
対
１４
だ
っ
た
が
、

前
半
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
最

終
ス
コ
ア
３２
対
１８
の
大
差
で

勝
利
し
た
。

日
々
稽
古
に
打
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
度
は
２
０
１
０

年
度
以
来
４
年
ぶ
り
と
な
る

全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会

に
出
場
す
る
な
ど
、
厳
し
い

鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
度
は
２
年

連
続
と
な
る
全
日
本
学
生
剣

道
優
勝
大
会
出
場
を
主
な
目

標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

（
副
部
長　

学
生
部  

山
田
雄
太
）

●活動場所　大隅体育館
●活動時間　火曜日～金曜日
 16:00～18:00
 土曜日～日曜日
 9:30～12:00
●所　　属　大阪学生剣道連盟
　　　　　　関西学生剣道連盟

最終戦
試合結果

2013年度 第8回全日本学生剣道オープン大会
男子三段の部 第3位（個人戦：岡本竣平）

2014年度 第45回大阪学生剣道新人大会ベスト16（個人戦：上野浩幸）
第5回大阪学生女子剣道新人大会ベスト8・敢闘賞（個人戦：松下明日香）
第62回関西学生剣道優勝大会ベスト16（団体戦）
第62回全日本学生剣道優勝大会出場（団体戦）
第27回関西学生剣道新人大会ベスト8（個人戦：有木那奈）

2015年度 第65回大阪女子学生剣道選手権大会ベスト16（個人戦：大村日奈）

開催日程 大会 会場
 9/27 第63回関西学生剣道優勝大会ベスト12 大阪市立中央体育館
10/25 第63回全日本学生剣道優勝大会出場 日本武道館

ここ3年間の主な実績

2015年度の目標について

剣道部剣道部剣道部剣道部剣道部

春
季
リ
ー
グ
最
終
戦
で

春
季
リ
ー
グ
最
終
戦
で

春
季
リ
ー
グ
最
終
戦
で

春
季
リ
ー
グ
最
終
戦
で

春
季
リ
ー
グ
最
終
戦
で

大阪経済大学
17 前半 4

立命館大学15 後半 14
32 計 18

関西学生ハンドボール連盟男子1部春季リーグ

成長と課題を実感し、さらなる高みをめざす成長と課題を実感し、さらなる高みをめざす成長と課題を実感し、さらなる高みをめざす成長と課題を実感し、さらなる高みをめざす

立命館大学に

春季リーグ得点ランキング3位の
主将田村さん

勝
利
を
つ
か
む

日
々
の
鍛
錬
で

日
々
の
鍛
錬
で

ハンドハンド
ボール部ボール部
ハンドハンド
ボール部ボール部
ハンド
ボール部

経スポ経スポ経スポ経スポ経スポ
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用
野
球
場
を
活
動
拠
点
と
し
、

約
１
０
０
名
の
部
員
が
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
、
日
々
練

習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

龍
谷
大
、
大
阪
学
院
大
、

神
戸
学
院
大
か
ら
勝
ち
点
を

あ
げ
、
２
０
０
９
年
以
来
の

Ａ
ク
ラ
ス
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
学
生
コ
ー
チ
の
中
野
を

中
心
に
、
主
将
の
藤
田
、
副

主
将
の
土
岐
、
下
村
な
ど
４

年
生
が
先
頭
に
立
っ
て
チ
ー
ム

を
引
っ
張
り
、
本
当
に
よ
く

練
習
を
す
る
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

学
生
コ
ー
チ
の
中
野
は
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
２
年
生

の
秋
に
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
を
獲

得
す
る
な
ど
中
心
選
手
で
し

　

現
在
の
部
員
数
は
９０
人

強
、
練
習
時
間
は
平
日
１２
時

３０
分
〜
、
土
日
祝
は
試
合
を

中
心
に
摂
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
馴
染
み
の
な
い
方
の

た
め
に
少
し
だ
け
補
足
し
ま

す
と
、
こ
の
数
年
で
大
隅
キ

ャ
ン
パ
ス
と
同
様
に
大
き
く

整
備
さ
れ
た
摂
津
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
１０
年
ほ
ど
前
は
土
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
も
の

が
現
在
で
は
人
工
芝
に
、
２５

年
ほ
ど
前
は
学
生
寮
が
あ
っ

た
場
所
に
は
新
た
な
ク
ラ
ブ

文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
る
の
で
、
講
義
の
あ
る

平
日
は
２
〜
３
時
間
と
い
う

短
い
練
習
時
間
で
す
が
、
し

っ
か
り
オ
ン
と
オ
フ
を
切
り

替
え
練
習
に
励
ん
で
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
と

て
も
仲
が
良
く
一
体
感
の
あ

る
明
る
い
チ
ー
ム
で
あ
る
こ

と
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
特
徴
・
魅
力
で
あ
る
と
い

ハ
ウ
ス
が
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
ほ
か
、
そ
の
北
側
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
昨
年
度
整
備
が
完

了
し
ま
し
た
。
昔
を
知
る

方
々
か
ら
す
れ
ば
台
風
の
た

び
に
学
生
寮
は
浸
水
し
、
水

は
け
も
よ
く
な
か
っ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
一
連
の
整
備
に

よ
り
機
能
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
環
境
が
見
違
え
る
ほ
ど

す
ば
ら
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
サ
ッ
カ
ー
部

は
他
の
ク
ラ
ブ
に
負
け
じ
と

練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
少
し
脱
線
し
ま
し

た
が
現
在
の
チ
ー
ム
の
状
況

で
す
。
現
在
、
関
西
学
生
サ

ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
２
部
Ａ
に

所
属
し
て
お
り
、
２
年
連
続

で
掴
み
損
ね
た
１
部
昇
格
を

何
と
し
て
も
実
現
す
べ
く
今

シ
ー
ズ
ン
に
臨
ん
で
い
ま
す

（
一
昨
年
は
最
終
戦
で
勝
て
ば

昇
格
の
試
合
で
逆
転
負
け
。

昨
年
は
入
れ
替
え
戦
で
敗

退
）。
リ
ー
グ
戦
序
盤
は
幸
先

よ
く
開
幕
２
連
勝
し
、
波
に

乗
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
２
敗
２
分
。
第
６
節

終
了
時
点
で
勝
ち
点
８
の
６

位（
１０
チ
ー
ム
中
）と
、
今
一

つ
リ
ズ
ム
に
乗
り
き
れ
な
い

状
況
で
す
。
幸
い
首
位
と
の

勝
ち
点
差
が
５
と
い
う
混
戦

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
チ

ー
ム
状
態
の
改
善
次
第
で
上

位
に
浮
上
す
る
可
能
性
は
十

分
に
秘
め
て
い
ま
す
。
現
在

は
う
ま
く
機
能
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
経
大
サ
ッ
カ
ー
部
が

目
指
す
ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ッ

カ
ー
（
相
手
陣
地
に
ボ
ー
ル

を
蹴
り
込
む
戦
術
で
は
な
く
、

パ
ス
回
し
を
主
体
に
ボ
ー
ル

保
持
率
・
支
配
率
を
あ
げ
る

戦
術
）を
今
後
修
正
し
、
残
り

の
前
期
リ
ー
グ
戦
お
よ
び
後

期
リ
ー
グ
戦
に
向
け
て
巻
き

返
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
チ

ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
の
ほ
か
、

Ｉ
リ
ー
グ（
関
西
学
生
サ
ッ
カ

ー
連
盟
主
催
）、
地
域
リ
ー
グ

（
北
摂
地
域
の
大
学
で
設
立
・

運
営
）に
も
参
加
し
、
多
く
の

選
手
に
試
合
出
場
す
る
機
会

を
設
け
、
チ
ー
ム
力
の
底
上

げ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、

部
員
数
の
増
加
に
伴
っ
て
選

手
層
も
厚
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
チ
ー
ム
内
に
お
け
る
選

手
間
の
意
識
の
高
ま
り
も
感

じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
や
っ

て
く
れ
る
！　

と
い
う
大
き

な
期
待
を
抱
か
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
度
に
卒
業

し
た
２
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ

３
の
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取（
奥
村

慶
之
選
手
）と
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ

（
田
島
昇
太
選
手
）に
入
団
し
、

厳
し
く
シ
ビ
ア
な
世
界
に
身

を
置
き
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
の
活
躍
を
見
守

り
、
励
み
に
す
る
一
方
で
、

大
学
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
人
間

教
育
と
い
う
責
務
も
果
た
し
、

社
会
で
貢
献
で
き
る
人
材
を

輩
出
す
る
、
そ
ん
な
サ
ッ
カ

ー
部
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

（
副
部
長　

教
務
部  

松
山
誠
司
）

関西学生バスケットボールリーグ戦8位
西日本学生バスケットボール選手権大会ベスト8
関西学生バスケットボールリーグ戦2部全勝優勝・1部昇格
リ
ー
グ
戦
個
人
賞

最優秀選手賞：星川貴
優秀選手賞：五島聖也、三枝皐
3ポイント王：五島聖也　リバウンド王：重本和毅
フリースロー王：五島聖也

昨年度（2014年度）の主な成績

　

大
阪
経
済
大
学
硬
式
野
球

部
の
歴
史
は
、
１
９
３
２
年

（
昭
和
７
年
）、
大
阪
経
済
大

学
の
前
身
で
あ
る
浪
華
高
等

商
業
学
校
の
開
設
と
同
時
に

始
ま
り
、
今
日
ま
で
８０
余
年

に
及
ぶ
長
い
伝
統
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

関
西
六
大
学
野
球
連
盟
に

所
属
し
、
大
阪
学
院
大
学
・

大
阪
商
業
大
学
・
京
都
産
業

大
学
・
神
戸
学
院
大
学
・
龍

谷
大
学
と
と
も
に
、
春
季
・

秋
季
の
リ
ー
グ
戦
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
リ
ー

グ
優
勝
８
回（
旧
関
六
時
代
の

１
回
を
含
む
）、
１
９
８
４
年
、

２
０
０
７
年
に
は
、
神
宮
で

の
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
輝
か

し
い
戦
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
茨
木
市
に
あ
る
専

え
ま
す
。

　

昨
年
度
の
関
西
学
生
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
で

は
悲
願
の
２
部
全
勝
優
勝
・

１
部
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
１
部
リ
ー
グ
で
の

戦
い
に
備
え
、
２
月
に
は
１

部
強
豪
校
と
の
合
同
練
習
を

約
２
週
間
行
い
、
基
礎
の
体

力
づ
く
り
を
中
心
に
過
酷
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
４
・
５
月
に
行
わ

れ
た
関
西
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
は
、

５７
大
学
中
６
位
、
個
人
で
は

４
年
生
の
橋
本
卓
哉
が
得
点

王
と
３
ポ
イ
ン
ト
部
門
３
位
、

３
年
生
の
重
本
和
毅
が
リ
バ

ウ
ン
ド
部
門
２
位
、
４
年
生

の
杉
谷
龍
也
が
ア
シ
ス
ト
部

門
４
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

優
勝
を
チ
ー
ム
目
標
に
し
て

い
た
た
め
悔
し
い
結
果
で
は

あ
り
ま
す
が
、
大
学
の
関
係

者
や
保
護
者
・
Ｏ
Ｂ
等
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
熱
い

声
援
を
い
た
だ
い
た
た
め
昨

年
の
結
果
を
塗
り
替
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

１
部
復
帰
の
結
果
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
、
１
０
６
校

が
出
場
す
る
西
日
本
学
生
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会（
６
月
７
日
〜
１４
日
、
大

サッカー部サッカー部サッカー部サッカー部サッカー部

巻き返し誓う巻き返し誓う巻き返し誓う巻き返し誓う巻き返し誓うチーム一丸でチーム一丸でチーム一丸でチーム一丸でチーム一丸で

1
部
復
帰
で

部
復
帰
で

1
部
復
帰
で

部
復
帰
で

1
部
復
帰
で

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（
チ
ー
ム
名
：Dolphins

）は
、

４
年
生
９
人
、
３
年
生
１１
人
、

２
年
生
１０
人
に
、
１
年
生
１０

人
が
加
わ
り
、
選
手
２９
人
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１１
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
週
に
６
日
間

活
動
し
て
お
り
、
例
年
春
休

み
と
夏
休
み
に
は
二
部
練
習
、

８
月
に
は
九
州
の
強
豪
校
と

強
化
合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結
果
を
残
す

結
果
を
残
す

結
果
を
残
す

結
果
を
残
す

結
果
を
残
す

阪
府
立
体
育
館 

他
）で
の
優

勝
、
関
西
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
の
１
部
リ

ー
グ
戦（
８
月
２２
日
〜
１０
月

１８
日
）で
の
優
勝
お
よ
び
全
日

本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会（
イ
ン
カ
レ
）出

場
を
目
標
に
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
熱
い
声
援
を
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
副
部
長　

財
務
部  

林
哲
也
）

た
が
、
低
迷
し
て
い
た
チ
ー

ム
を
再
建
す
る
た
め
に
自
分

の
選
手
生
命
を
断
ち
、
コ
ー

チ
と
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
、

選
手
達
を
鍛
え
あ
げ
ま
し
た
。

　

守
備
面
で
は
、
中
尾
、
尾

崎
、
吉
中
、
稲
垣
の
４
投
手

が
、
打
線
の
援
護
が
少
な
い

時
も
力
を
合
わ
せ
て
よ
く
粘

り
、
最
少
失
点
で
試
合
を
つ

く
り
ま
し
た
。
捕
手
の
渕
上

は
リ
ー
グ
戦
初
マ
ス
ク
な
が

ら
堂
々
と
投
手
を
リ
ー
ド
し
、

大
き
く
飛
躍
し
ま
し
た
。

　

打
撃
面
で
は
、
９
番
打
者

の
加
賀
が
リ
ー
グ
３
位
の
打

率
を
残
す
な
ど
、
最
後
の
リ

ー
グ
戦
で
結
果
を
出
し
、
打

線
を
牽
引
し
ま
し
た
。
８
番

打
者
の
小
松
も
打
率
３
割
を

超
え
る
な
ど
、
下
位
打
線
が

好
調
で
あ
り
、
５
番
打
者
の

道
下
は
、
２
回
戦
で
満
塁
本

塁
打
を
打
つ
な
ど
ベ
ス
ト
ナ

イ
ン
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

優
勝
ま
で
あ
と
一
歩
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
勝

ち
点
５
を
挙
げ
、
完
全
優
勝

を
飾
っ
た
大
阪
商
業
大
学
と

は
大
き
な
差
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
打
倒
大
阪
商
業

大
学
!!　

こ
の
夏
は
、
そ
の

差
を
埋
め
る
べ
く
、
強
い
気

持
ち
で
練
習
を
し
、
秋
季
リ

ー
グ
戦
こ
そ
は
念
願
の
神
宮

大
会
出
場
を
勝
ち
取
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
副
部
長　

入
試
部  

山
田
武
）

現
役
プ
ロ
野
球
選
手

山
本
和
作

（
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）

丸
毛
謙
一

（
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）

長
江
翔
太（
読
売
巨
人
軍
）

チーム一丸となっての応援

昨
年
度
整
備
さ
れ
た
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
春
季
リ
ー
グ
戦
結
果

第
３
位

6
勝
5
敗　

勝
ち
点
3

勝
利
を
つ
か
む

勝
利
を
つ
か
む

勝
利
を
つ
か
む

勝
利
を
つ
か
む

勝
利
を
つ
か
む

日
々
の
鍛
錬
で

日
々
の
鍛
錬
で

日
々
の
鍛
錬
で

日
々
の
鍛
錬
で

日
々
の
鍛
錬
で

　毎試合スタンドで大経大
旗を振り応援頂いている峰
山先輩をはじめ、応援して
くださる皆様に優勝をして
恩返しをしたい!!　その一
心で部員一同戦っておりま
す。試合を見てよかったと
思って頂けるような熱い戦
いを見せますので、どうか
球場に足を運んで頂き選手
達に声をかけてやってくだ
さい。
　今後とも硬式野球部のご
支援のほど何卒よろしくお
願いいたします。

応援してくださる皆様へ

硬式野球部硬式野球部硬式野球部硬式野球部硬式野球部

バスケットバスケット
ボール部ボール部
バスケットバスケット
ボール部ボール部
バスケット
ボール部
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2015年度大阪経済大学パソコン教室実行委員会　主催：大阪経済大学 大樟会・後援会

教
育
活
動
の
更
な
る
充
実
、

改
善
を
目
指
し
て

昨年に引き続き、今年も大経大パソコン教室を開催させていただく運びとなり
ました。本年度も充実した講義内容となっておりますので、皆様お誘い合わせ
の上、ぜひ、ご参加くださいますようお願い申し上げます。
●開催日時 9月5日（土）、6日（日）　午前9時～午後5時（予定）
 ※いずれか1日のみのご参加とさせていただきます。
●場　　所  大阪経済大学大隅キャンパスC館
●参 加 費 無料

  応募要項
●応募条件 本学同窓生の方および本学後援会員の方とそのご家族

※ご家族のみの参加も可能です。1組につき5名までとさせてい
　ただきます。

●応募方法 受講ご希望の方は、申込用紙に必要事項をご記入の上、封書もし
くはFAXにてお申し込みください。

 ※封書の場合、郵送料はご本人様のご負担となりますので予めご
　了承ください。

●応 募 先 〒533-8533　大阪市東淀川区大隅2-2-8
 大阪経済大学大樟会（同窓会）　パソコン教室 係
 TEL：06-6328-2431　FAX：06-6328-4564
●申込締切日　7月16日（木）〈当日消印有効〉
 ※申込多数の場合は抽選とさせていただきます。当選発表は受講

　票の発送をもって代えさせていただきます。（8月中旬発送予定）
●会場へのアクセス
 会場には駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用の

上、ご来場ください。
 ※当選者の方には別途詳しいアクセス方法をお知らせいたします。
●延期の場合　5日・6日ともに台風などで延期となった場合は翌週の9月12日

（土）となります。

2
0
1
5
年
度  

大
経
大

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

同
窓
生
・
後
援
会
員
の
皆
様
へ

コ ー ス 概 要
●スタートコース
電源のつけ方から基本的なパソコ
ンの操作方法を学びます。主にイ
ンターネットについて学んでいた
だきます。パソコンが初めてとい
う方や、インターネットを使用し
たい方向けのコースです。

●エクセル（ワード）コース
Microsoft Offi ce Excel(Word)の基礎から
応用までの操作を学ぶコースです。内容は
Excel中心となっており、表の作り方から関数
の使い方など、基本的なことから専門知識まで
網羅し、全体的なスキルアップを目標とします。
Wordは＋αの内容となっています。

●パワーポイントコース
Microsoft Offi ce PowerPointの
基礎・応用を学ぶコースです。文
字やイラスト・グラフの挿入から、
アニメーションの付け方など、ご
自身でゼロからデータを作ってい
ただきます。初心者から普段使っ
ている方まで、幅広いスキルアッ
プを目指します。

●趣味コース
デジタルカメラを使った写真撮影、画像の取
り込みや保存方法などを学んでいただきま
す。学内での写真撮影や写真の加工を通じ
て、パソコンの楽しさを感じていただくため
のコースです。
※当コースはデジタルカメラとUSBケーブルを各
自持参できる方のみの募集とさせていただきま
す。

　

講
師
の
鍵
本
先
生
は
学
生

に
人
気
の
高
い
先
生
で
す
。

私
語
対
策
を
中
心
に
、
大
教

室
科
目
の
『
授
業
の
〝
ヒ
ケ

ツ
〞』
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

鍵
本
先
生
の
授
業
で
は
映

像
動
画
は
使
用
せ
ず
、
レ
ジ

ュ
メ
と
板
書
で
行
う
そ
う
で

　

講
師
と
し
て
、
立
命
館
大

学
教
育
開
発
推
進
機
構
教
授

沖 

裕
貴
氏
を
お
招
き
し
、
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会

　

２
０
１
４
年
１０
月
着
任
者

１
名
、
２
０
１
５
年
４
月
着

任
者
１３
名
を
対
象
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
德
永

　
「
学
生
の
関
心
を
つ
か
み
、

学
び
を
高
め
る
授
業
法
」
を

テ
ー
マ
に
、
人
間
科
学
部　

古
宮
昇
教
授
に
よ
る
グ
ル
ー

　近年、本学でも教員採用試験に合格する学生が増えて
きました。大量採用の煽りもありますが、経大生は着実
に実力をつけてきています。『教師のたまご』というサ
ークルの現在の代表と初代代表のコメントを紹介します。KAWARABAN

●2015年度代表
　私は教師のたまごに参加して今年で4年目にな
ります。入学当初から漠然と「先生になりたい」
と考え、見学に行ったことが、この活動に参加
するきっかけです。「どんなことするんやろー」
と、不安に駆られながら活動場所の扉を開ける
と、そこには教師を目指し、本音で夢を語る先
輩の姿がありました。そんな姿に圧倒されなが
らも「自分もこんな風になりたい！」と思ったこ
とが、4年生になり、教師を目指す私の原動力の
一つになっています。 この「教師のたまご」で、
私は本当に多くのことを学びました。面接のノウ
ハウや授業の作り方はもちろん、現場での経験
や自分自身の考えを話し、共有することで「教
育」というものを深く考え、自分の財産にするこ
とができました。
　今年、私はその集大成として教員採用試験を
受験します。

経済学部4年　白樫勇気

●初代代表
　みなさん初めまして。卒業生の勝見俊介と申
します。
　教員採用試験に合格したことをきっかけに大
学では多くの場面で話をする機会がありました。
　そのとき、当時の３年生に教員を目指す自主
的なサークルである「教師のたまご」の設立を
発案しました。設立しようとおもった動機は、自
分自身が大学で教師を目指していたときに、あ
るものが足りないと感じていたからです。それは
「本気で教師になろうとする志を持った仲間が周
りにほとんどいなかった」ということです。
　悪いことではありませんが、就職活動の片手
間として教師を目指す人がいたことも事実です。
そうした中でモチベーションを下げずに頑張ろう
とすることは容易ではありませんでした。
　合格する前は自ら友人伝いに大阪教育大学の
サークルに参加したり、一般の教員志望者団体
に参加して面接練習や教育について語り合うなど
常に同じベクトルを持った仲間と励ましあい、頑
張っていました。
　こうした経験の中で本気で教師を目指している
学生に同じ思いをしてもらいたくないと思い、「教

師のたまご」を立ち上げました。また、教員採用
試験に臨むにあたり必要である基本的なノウハ
ウも伝えようとも思ったからです。
　現在もそのたまごが大きな原動力になってい
ることを大変うれしく思います。
　私は今、千葉県の八千代市で教員をしていま
すが、現場は若い力に溢れています。私の学校
でも全職員の約半分は５年目以内の若年者です。
事実、修学旅行や体育祭をはじめとした行事の
中心的な役割を担うことが多くあります。
　こうした状況で教員になることを踏まえ、採
用後は「即戦力」になるため、学生のうちから意
識を高くして日 の々大学の講義等に臨んでほしい
とも思います。
　 今、大学では教師を目指す学生に親身に対応
してくださる先生方や対策講座などたくさんの
サポートや支えがあると思います。また、先日、
野風草便りの記事を拝見させていただきました。
　その中で德永学長のお話に「志を決して失わ
ないこと」というキーワードがありました。これ
こそが教師になるために最も大切なものだと思
います。
　合格した秘訣を聞かれたら、真っ先に「志を
持ち、取り組んだ結果」だとお答えします。
　そして、現在の代表である白樫さんのコメント
には「本音で夢を語る先輩の姿があった」と書
いてありました。私が理想としていたことであ
り、うらやましくも思います。これからも互いに
語り合える場であり続けてほしいと思います。
　最後になりますが、同じ目標を持つ仲間と語り
合い、励ましあって採用試験を突破してください。
　これからのみなさんのますますのご活躍と吉
報を楽しみにしています。

2011年卒経営学部　勝見俊介

 

『
あ
る
非
常
勤
講
師
の
奮
闘
と
、

 
 
 
 

そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と

―
私
語
対
策
な
ど
、
経
大
の
授
業
の
現
場
か
ら
― 
』
 『
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
や
独
自

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
学
習
成
果
の
測
定

―
学
び
の
指
針
と
な
る
客
観
的
で

公
平
な
成
績
評
価
と
効
果
検
証
― 

』

「
新
任
者
研
修
会
」
の
開
催

  

「
第
25
回
全
学
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

開
催

第
23
回
全
学
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
２
０
１
４
年
12
月
12
日（
金
）11
時
30
分
〜
12
時
45
分

●
２
０
１
５
年
4
月
2
日（
木
）10
時
00
分
〜
17
時
00
分

●
２
０
１
５
年
4
月
3
日（
金
）13
時
00
分
〜
17
時
00
分

●
２
０
１
５
年
1
月
16
日（
金
）11
時
00
分
〜
12
時
00
分

第
24
回
全
学
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム

鍵
本　

優 

氏（『
社
会
学
入
門
』『
現
代
社
会
論
』）

沖　

裕
貴 

氏

（
立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構
教
授
／
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

　

全
学
F
D
委
員
会
で
は
、
本
学
の
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

2
0
1
4
年
暮
れ
か
ら
こ
の
春
に
か
け
て
先
生
方
を
対
象
に
4
つ
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
2
回
の
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
、
新
任
教
員
研
修
、
お

よ
び
授
業
法
研
修
で
す
。
今
回
は
2
回
の
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

詳
し
く
ご
報
告
し
ま
す
。

す
。
出
席
が
当
然
と
し
て
、

出
欠
は
と
ら
ず
、
試
験
で
は

授
業
に
出
て
い
な
い
と
答
え

ら
れ
な
い
問
題
を
出
題
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

そ
ん
な
中
で
私
語
問
題
に

直
面
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は

怒
り
を
表
し
、
大
声（
ど
な
り

声
）で
注
意
し
た
が
効
果
が
な

く
、
鍵
本
先
生
自
身
が
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
授
業

で
「
私
語
」
と
い
う
個
人
的

な
問
題
を
、
社
会
的
な
関
係

性
の
問
題
と
し
て
学
生
た
ち

に
説
明
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
学

生
が
私
語
を
す
る
の
は
、
話

し
か
け
て
き
た
相
手
へ
の
配

慮
の
気
持
ち
か
ら
、
話
し
か

け
に
応
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
こ
で
初
回
の
授
業
で

「
私
語
」
発
生
の
要
因
で
あ
る

友
人
と
の
つ
な
が
り
を
断
つ

こ
と
を
目
標
に
、
レ
ポ
ー
ト

の
提
出
な
ど
友
人
を
介
す
る

こ
と
な
く
「
自
分
で
」
す
る

と
い
う
方
針
を
表
明
し
て
お

ら
れ
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
で

も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
に
は
、
ど
な
り
声
で

は
な
く
「
沈
黙
」
を
採
用
し
、

注
意
し
た
学
生
が
教
室
か
ら

出
る
ま
で
授
業
を
中
断
す
る

そ
う
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
話
だ
と
、
い

か
に
も
厳
し
い
先
生
の
よ
う

な
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
そ

こ
は
、
学
生
に
評
判
の
授
業

を
さ
れ
て
い
る
鍵
本
先
生
。

『
授
業
の
〝
ヒ
ケ
ツ
〞』
を
ち

ゃ
ん
と
お
持
ち
で
し
た
。
受

講
生
１
０
０
名
、
３
０
０
名

の
授
業
で
は
中
間
試
験
を
実

施
し
、
結
果
を
学
生
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
得
点
者
の
名
前
を
読
み
上

答
申（
２
０
１
２
・
８
・
２８
）

に
あ
る
学
士
課
程
教
育
の
質

的
転
換
の
一
端
を
担
う
成
績

評
価（
学
習
成
果
の
測
定
）に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
、
背
景
に
あ
る
日

本
の
大
学
の
状
況
に
つ
い
て

解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

し
た
：
学
生
の
勉
強
嫌
い
、

１８
歳
人
口
の
減
少
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に

よ
り
改
革
が
「
待
っ
た
な
し
」

の
状
況
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

を
受
け
て
大
学
教
育
の
改
革

を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
加

え
て
認
証
評
価
の
た
め
の
自

己
点
検
・
自
己
評
価
に
内
部

質
保
証
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
続
い
て
、

他
大
学
で
の
具
体
的
な
取
り

組
み
の
例
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
成
績
評
価

方
法
の
一
つ
で
あ
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
評
価
に
つ
い
て
、
沖

先
生
ご
自
身
の
担
当
科
目
の

配
点
表
を
基
に
、
評
価
指
標

お
よ
び
評
価
基
準
の
具
体
例

が
示
さ
れ
、
そ
の
効
果
に
つ

い
て
、
教
員
、
学
生
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
別
に
詳
し
い
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
約
１
時
間

の
講
演
で
し
た
が
、
学
び
の

指
針
と
な
る
客
観
的
で
公
平

な
成
績
評
価
の
必
要
性
か
ら
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
の
策

定
方
法
、
科
目
の
観
点
別
到

達
目
標
の
作
成
の
手
順
、
成

績
評
価
方
法
の
説
明
ま
で
、

終
始
、
具
体
的
で
わ
か
り
や

す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
講
演
後
の
質
疑
応
答

で
は
、
本
学
の
状
況
と
照
ら

し
合
わ
せ
た
質
問
が
多
く
み

ら
れ
、
参
加
者
の
高
い
熱
意

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
参
加
者
】
２３
名（
教
員
１５

名
、
職
員
８
名
）

プ
ワ
ー
ク
中
心
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
新

任
教
員
１３
名
で
し
た
。

げ
、
学
生
に
き
ち
ん
と
評
価

し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。
そ
し
て
点
数
が
イ

マ
イ
チ
の
学
生
に
は
、
単
位

の
修
得
が
難
し
い
よ
、
と
伝

え
ま
す
。
学
生
は
、
厳
し
く

は
あ
っ
て
も
、
学
習
の
成
果

が
明
確
に
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、「
や
り
が
い
」
を
実

感
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

学
生
に
評
判
の
授
業
が
生

ま
れ
て
い
る
秘
訣
は
、
公
正

な
評
価
と
、
私
語
に
対
す
る

対
処
に
現
れ
て
い
る
、
学
生

の
気
持
ち
に
な
っ
て
理
解
し

よ
う
と
す
る
鍵
本
先
生
の
姿

勢
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

【
参
加
者
】
２７
名（
教
員
１４

名
、
職
員
１３
名
）

光
俊
学
長
に
よ
る
「
本
学
の

歴
史
と
教
育
課
題
」、
４
学
部

長
に
よ
る
学
部
紹
介
、
進
路

支
援
部
長
黒
正
洋
史
氏
に
よ

る
本
学
学
生
の
就
職
状
況
と

課
題
、
そ
し
て
情
報
処
理
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
本
学
の
Ｉ
Ｔ

に
つ
い
て
の
説
明
で
し
た
。

FD通信教職教職教職


